
 

＜令和 6 年度・やまなみ工房 まとめ＞ 

 

１）やまなみ工房の一年 

 

やまなみ工房は現在（令和 7 年 3 月 31 日）障害者多機能型事業所定員 80 名（就労継続

支援 B 型・定員 25 名・現員 30 名、生活介護・定員 55 名・現員 62 名）として 92 名の利

用者が在籍している。令和 7 年度においては新たに 1 名ずつの入退所が決定している。 

今年度も個々の特性やニーズをもとにそれぞれ安定した活動を行った。出勤数において

は年間 1 日当たりの利用者数は就労継続支援 B 型が 88.8%で 22.2 人（昨年 23.1 人）、生活

介護が 94.4％で 51.9 人（昨年 52.4 人）となり平均 74.1 人（昨年 75.5 人）となった。欠勤

の理由は体調不良や家庭の事情が殆どであるが常時 18 人が欠勤していることになる。次年

度以降は更に出勤率を上げるための工夫を計画的に行い長期欠勤者等にも配慮した支援が

求められる。また、個々のニーズに応えるためにも今後職員体制や給食及び送迎対応等整備

しなくてはならない。 

 92 名の利用者においては各班主任を中心に連絡・調整を円滑に行い、利用者の健康と安

全を第一に、利用者とその家族の実態に適した包括的な支援の向上、一人ひとりの意思及び

人格を尊重し、安心できる時間と空間の中で活動ができるよう創意工夫を凝らし、心身とも

に豊かな人間性溢れる支援、個々の立場に立った適切な支援と就労保障を行った。 

 

 

２）施設財政 

 

 令和 6 年度においては事業活動収入合計が昨年の 181,700,249 円から 191,781,521 円と

なり、昨年度と比較すると 10,081,272 円の増収となった。その結果収支差額は 11,077,046

円となりここ 3 年間は非常に安定している。一方、支出においては人件費や対外的な事業

が増えた。今年度もやまなみ工房においては大規模な施設内整備は行わず、利用者増や老朽

化に伴いマイクロバスの購入を行った。昨年と比較し事務費については 21,634,465 円とな

り昨年の 20,113,730 円と比較すると 1,520,735 円増になっている。引き続きカフェ運営や

イベント開催等新たな事業と合わせ、これまで継続して開催している甲賀市との共同事業

等様々な企画については、引き続き積極的に行い、今後も同様の支出を計画的に必要経費と

して考えたい。人件費においては今年度 131,249,670 円となり昨年の 125,806,763 円と比

較し増額となった。このことは職員の増員と合わせ定期昇給や役員報酬が影響している。今

年度より生活介護においては報酬改定が施行され当初大幅な減収が予想されていたが、重

度加算や業務時間の変更等により安定した経営が行えた。今後も重度障害者の支援に伴う

マンパワーの確保等、現場職員に負荷をかけることなく体制を整えたい。以降においても、



職員には働き方改革の推進とともに安定した処遇改善を図りたい。 

図１）福祉事業活動による収支 

 

科目 令和3年度 令和4年度 令和 5年度 令和 6年度 

人件費支出 114,697,672円 118,041,777円 125,806,763円 131,249,670円 

事務費支出 15,819,733円 18,107,921円 20,113,730円 21,634,465円 

事業費支出 20,420,143円 21,045,278円 22,389,503円 24,878,180円 

支払利息支出 181,172円 169,587円 154,303円 164,632円 

その他の支出 2,242,190円 2,536,510円 2,760,933円 2,777,528円 

事業活動収入計 159,930,786円 169,162,716円 181,700,249円 191,781,521円 

事業活動資金収支差額 6,569,876円 9,261,643円 10,475,017円 11,077,046円 

 

 

 

３）利用者状況   

 

 令和 7 年 3 月 31 日現在、利用契約者数は 92 名（昨年 93 名）となり就労 B 型・定員 25

名に 30 名、生活介護・定員 55 名に 62 名が在籍し、それぞれにニーズに応じた支援を行っ

ている。1 年間の開所日数は昨年同様 248 日（昨年 247 日）となり年間を通した定員に対

する平均利用者数は、生活介護 94.4（昨年 95.3％）、就労 B 型 88.8％（昨年 92.4）となっ

ている。今年度も利用率が 100%に満たない結果となっているが、実際の利用者人数は 74.1

人が一日平均で通所している。ただ利用者数が 92 人在籍する中、出勤者数がここ 4 年間に

おいて大幅に変化がないことに対しては加齢や体調による長期欠勤者の増や家庭の要望に

より通所を目的とせず在籍のみの希望者も増えている。引き続き積極的に出勤を促し、出勤

率は一日当たり 85 人を目標にしたい。 

 やまなみ工房の利用者の障害程度区分においては、区分 1 が 2 名、区分 2 が 4 名、区分

3 が 8 名、区分 4 が 22 名、区分 5 が 27 名、区分 6 が 16 名、区分なし 13 名の計 92 名と

なり区分なしの 13 人を除けば平均程度区分は 4.5（昨年 4.9）となり引き続き強度行動障害

等支援度も高くマンツーマン対応が必要になるなど支援度の高い重度の利用者が増えてい

る。一方年代比率は 10 代 6 名、20 代 36 名、30 代 21 名、40 代 16 名、50 代 12 名、60 代

0 名、70 歳以上 1 名となっている。 

男女比率は男性 56 名、女性 36 名、一部の利用者は高齢化に伴い特別な支援を必要とす

るが全般的には比較的若年齢で概ね健康的である。しかし生活の基盤を高齢の親が担う事

例が多く、そのため、親に介護が必要になったり、亡くなったりすると支援内容を大幅に変

更せざるを得なくなり、利用者本人の生活が一変して立ち行かなくなってしまう可能性も

懸念される。地域別で見ると甲賀市からは 60 名が通所し、湖南市から 15 名、草津市から



3 名、大津市から 3 名、栗東市から 1 名、三重県より 6 名、その他、野洲、長浜、京都、兵

庫よりそれぞれ 1 名となっている。例年同様個々の支援の内容についてはモニタリングに

よる支援計画を作成し年 2 回の面談を全ての利用者、家族と行いニーズの確認を行った。

また、日々の連絡帳での確認や健康チェック等行うほか、必要に応じ調整会議等適時行った。 

今後も利用者一人ひとりが生きがいをもって健康且つ安全で安心できる豊かな日常が送

れるよう徹底し、家庭との連携や疎通をより密接に行うこととする。また、利用者や家族の

権利を正しく保障するため権利擁護事業や後見人制度の周知、苦情解決委員会の存在や苦

情解決に係る要綱の周知を徹底し、常に些細な事においても意見や質問が出しやすいよう

配慮し連携を深めたい。 

 

 

図 2）生活介護 出勤率 年間平均 94.4％（昨年 95.3%、一昨年 87.6%）  

1 日平均 51.9 人（昨年 52.4 人、一昨年 48.2 人） 

 

 

図 3）就労継続 B 型 出勤率 年間平均 88.8％（昨年 92.4%、一昨年 90.8%）  

1 日平均 22.2 人（昨年 23.1 人、一昨年 22.7 人） 
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図 4） 年代別・利用者比率 

 

 

図 5）男女別・利用者比率 

 

図 6）地域別利用者 
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図 7）利用者障害者支援区分  平均区分 4.9 （昨年 4.4） 

 

 

 

 

４）授産活動    

 

 今年度においても収益は大幅に増加し、収益は 53,113,082 円となった。（昨年 44,417,960

円、一昨年 34,152,245 円）。特にアートセンター設立以降、ヘラルボニーをはじめ他団体と

の協働により様々な施策の成果は出ている。また今年度を最後に 4 年にわたり甲賀市から

の受託事業に取り組んだことで地域において様々な効果を上げている。今後も積極的な展

覧会の開催、また企業団体をはじめとしたコラボレーション、継続事業の拡大など日常の支

援を低下することなく安定した収益増を目指し、計画的に利用者の工賃向上を達成する。ま

た工賃積立金をもとに次年度は新たな写真集制作を検討し国内外に発信するとともに販売

収益を工賃に充てる。 

 結果的に年間 53,113,082 円の収入に対し支出の総額は 49,612,449 円となった。主な支

出は利用者の著作権料や原材料費等による諸経費であり、高額販売や謝金に伴う特定の利

用者工賃支給によるものである。このことにより今年度の当期繰越金額は 3,500,633 円、授

産収益の繰り越し総額は 40,276,940 円となる。来年度利用者の賞与や工賃向上、並びに授

産事業拡大に向けた事業について計画的用途を明確にしたい。 

 

●令和 6 年授産収入一覧 

 

項目 令和 2 年度収入 令和 3 年度収入 令和 4 年度収入 令和 5 年度収入 令和 6 年度収入 

作品販売、展覧会

等 
12,293,192 円 12,922,611 円 25,600,150 円 33,965,721 円 42,200,718 円 

古紙回収、キャッ

プ回収 
340,923 円 242,160 円 195,060 円 146,831 円 72,489 円 

メンテナンス 1,172,354 円 752,339 円 738,905 円 827,343 円 827,673 円 

自動販売機 696,994 円 907,194 円 955,955 円 1,329,537 円 1,326,562 円 

2
4

8

22

27

16
13

0

5

10

15

20

25

30

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 区分なし

人数



仏花・洗車 168,400 円 0 円 0 円 0 円 0 円 

カフェ 3,099,931 円 2,451,710 円 2,355,575 円 3,013,065 円 3,107,673 円 

見学料 260,774 円 116,500 円 601,000 円 1,274,101 円 1,448,700 円 

T シャツ、トート

ーバック 
1,354,602 円 2,482,601 円 1,423,700 円 965,700 円 1,034,500 円 

LIVE 事業 0 円 0 円 0 円 0 円 0 円 

ガチャガチャ 22,800 円 128,620 円 32,220 円 25,800 円 20,100 円 
グッズ／ショップ 1,231,309 円 1,035,736 円 1,240,413 円 2,149,074 円 2,256,847 円 

ATM清掃／LINE 17,815 円 16,280 円 14,193 円 0 円 0 円 

物資 415,570 円 604,980 円 593,770 円 601,470 円 632,160 円 

その他 2,483,000 円 5,953,069 円 401,304 円 720,788 円 185,660 円 

合計 23,557,664円 27,613,800 円 34,152,245 円 44,417,960 円 53,113,082 円 

 

５）利用者工賃   

 

 利用者の工賃においては、それぞれ生活介護及び就労継続支援 B 型の事業別によるやま

なみ工房給与規程に基づき支給した。現在の月給工賃平均支給額は一人当たり生活介護が

約 9,920 円、B 型が 11,629 円、全体平均については 10,775 円となった。過去 5 年を経て

一人当たりの月給は大幅に向上しているが、依然十分な支給額ではなく今後最低でも全国

平均（B 型 15,000 円程度）は月額保証しなければならない。 

尚、利用者には一律特別賞与を夏 10,000 円、冬 15,000 円、年度末手当 15,000 円を支給

した。 

引き続き作家別著作権料については毎年契約更新をしている著作権規定に基づき支給し

た。現在他団体から個人に支払われる作品売り上げや出展謝金及び作品の使用料収入から

下記の設定により月給と別途本人支給した。 

 

■著作権料支給表            (年３回支給／８月、12 月、３月)    

 

※事業所収入は、毎月の工賃として授産会計に充てることとする。 

 

工賃の支給額最高は 7,367,960 円（昨年 10,655,800 円、一昨年 7,105,500 円）となって

いる。また今年度は工賃年収合計、5 万円未満が 12 人（併用利用や長期欠勤者等）、10 万

円未満が 11 人、20 万円未満の利用者は 30 人、30 万円未満が 12 人、50 万円未満が 12 人、

100 万円未満が 7 人、300 万円未満は 7 人、500 万以上は 1 人となり年間の平均工賃額は大

幅に向上しているが今後著作権料だけではなく全体的なベースアップが責務である。 

作品１点につき得た収入（税込価格） 

（作品販売、出展料、デザイン使用料等） 

著作権料分配率 

～500,000円未満 本人（７０％）：事業所（３０％） 

500,000円～1,000,000円未満 本人（８０％）：事業所（２０％） 

1,000,000円以上～ 本人（９０％）：事業所（１０％） 



来年度においても利用者の日常のペースに配慮しながら、状況に応じた様々な活動を展

開する他、新たな事業を検討し更に収益を上げ、利用者の工賃倍増を目標に取り組みたい。 

 

 

６）施設の充実について 

 

 昨年に引き続き、今年度も送迎バスの老朽化と利用者増に伴いマイクロバスを一台購入

した。その他においては一部厨房機器の修理等行った。次年度においても車両の整備、PC

環境の整備は引き続き必要になる。活動場所に置いては屋外内問わず整理整頓を行い、安全

と衛生面において問題が発生しないよう常に環境整備に努め、利用者が安心安全の中、快適

に活動が出来るよう努めた。 

 

 

７）社会参加・地域交流事業 

 

 今年度においても LIVE 事業やワークショップは引き続き開催を見送った。 

やまなみ会通信（年 4 回、郵送 5,000 部（関係団体・個人）、甲南町自治会回覧版）の発

行は内容を充実させ引き続き購読者も増え好評を得ている。特筆すべきこととして、第５４

回毎日社会福祉顕彰を受賞したほか、滋賀県文化奨励賞を受賞した。その他 NHK ドラマ制

作をはじめ新聞、雑誌、テレビの取材や WEB マガジン等をはじめとした掲載や様々な団体

や行政の機関紙等で利用者の活動が多く取り上げられたことは地域や関係者のみならず全

国的に理解へと繋がっている。  

また、たねや、JR 東日本、JAL、パイロット社をはじめとした有名企業とのコラボ等様々

な団体との連携が活発な一年であった。また教育関係者や行政をはじめとした各種団体、全

国の福祉関係者によるセミナーや研修会においては積極的に参加している。作品やグッズ

販売をはじめ注目も高く今後の社会情勢に応じ予防策を徹底しながら積極的に取り組みた

い。甲賀市から委託を受けた事業・アールブリュット魅力発信事業については今年度甲賀市

内の小学校、中学校、高校の児童生徒に対しやまなみ工房の作品集を作成し無料配布を行っ

た。また地元水口平和堂において展覧会や公開制作を行い地域住民をはじめとした多くの

方々との貴重な交流の場となった。 

 

 

図 11）令和 6 年展覧会開催報告 

 

令和 6年度・展覧会内容 

 



展覧会名 開催場所 期日 出展作家 

KAWS のコレクションの展覧会 Drawing Center  鵜飼結一朗 

TEFAF (The European Fine Art 

Foundation) 

Park Avenue Armory, New York 

City 

2024.5.10-5.14  鵜飼結一朗 

ひとはなぜ ひとがたをつくるの

か 

横浜人形の家 3 階企画展示室 2024.4.6-6.30 井上優、大路裕也、大原菜穂

子、鎌江一美、神山美智子、

川邊紘子、栗田淳一、酒井美

穂子、清水千秋、森田郷士、

山﨑菜那 

やまなみ工房 四白展 湖のスコーレ内ギャラリー 2024.4.10－7.1 四白 

やまなみ工房常設展 滋賀大学教育学部音楽棟１階

「ギャラリーおとさぽ 

2024 年４月から常設 井野友貴、岩瀬俊一、大家美

咲、川邊紘子、關文滋、田村

拓也、中川ももこ、森田郷士、

山際正己、吉川秀昭 

Ikigai ギスラン博士博物館（ベルギー

／ゲント） 

2024.4.27－9.8 岩瀬俊一／岡元俊雄 

はじまりの美術館 開館 10 周年

企画 「き・てん・き・てん」 展 

＜春会期＞ 

はじまりの美術館 2024.4.27-2024.7.15 三井啓吾 

第２回 irodori 作品展 イオンモール浜松市野 1 階 

シンフォニーコート 

2024.6.5-2024.6.9 岩瀬俊一／岡元俊雄／川中

琴樹／鳥山シュウ 

HERALBONY ART COLLECTION 阪急うめだ本店 9 階 祝祭広場 2024.6.12-6.24 岩瀬俊一／川邊紘子／鳥山

シュウ／中尾涼／水上詩楽 

早川桃代 x 山本愛 ( やまなみ

工房 )展 「しずかな氣(け)もの」 

～Still life still alive～ 

Goozen 2024.6.12-7.4 山本愛 

愛と公益 渋沢栄一が目指した世

界 

代官山 蔦屋書店 2 号館 1 階 

建築デザインフロア 

2024.7.2－ 7.15 吉田陸人 

やまなみ工房 岡元俊雄展 湖のスコーレ内ギャラリー 2024.7.3－10.14 岡元俊雄 

超老芸術展 in 池田町 北アルプス展望美術館 企画

展示室 A・B 

2024.7.6－8.25 井上優 

NO-MACOLLECTIONpart3 

「もの、なにもの」 

ボーダレスアートミュージア

ム NO-MA 

2024.7.6-7.15 吉川秀昭 

これは文字？記号？それとも暗

号？ 

もうひとつの美術館 2024.7.12－11.24 宮下幸士／中尾涼／中川も

もこ／山本愛 

関係するアート展 vol.4 心が震 佐賀県立博物館 3 号展示室 2024.7.21-9.1 岡元俊雄／宮下幸士／NANA 



えるほど面白いと感じたことは

ありますか 

HERALBONY ART PRIZE 2024 

EXHIBITION 

三井住友銀行東館 1 階アース・

ガーデン 

2024.8.10－9.22 岩瀬俊一／大家美咲／KATSU

／鳥山シュウ／水上詩楽／

森雅樹／山本愛／吉田楓馬 

令和６年度滋賀の福祉の現場か

ら生まれた造形の魅力発信業務 

・奥びわ湖 尾上温泉 旅館 紅鮎

１、２階廊下 

・グランドメルキュール琵琶湖リ

ゾート&スパ 

１階売店横ギャラリーコーナー 

・沖島民泊湖心 koko 

共用スペース 

・休暇村近江八幡 

エントランスロビー柱 

・びわ湖花街道 

ロビーカフェスペース壁面 

・里湯昔話 雄山荘 

１階ロビー ショーケース内の壁面 

・旧八幡郵便局 

カフェスペース壁面と棚 

・びわ湖畔 味覚の宿 双葉荘 

2024.8.21-2025.3.15  KANA／井村ももか／榎本朱

里／横井佑／山際正己／森

田郷士／池ノ内孝文／田村

拓也／藤木敦仁 

『 水上詩楽 』展 湖のスコーレ内ギャラリー 2024.10.2-12.15 水上詩楽 

TSUNAGU ART KYOTO 京都高島屋 S.C. 百貨店 ７階

催会場 

2024.10.2－7 榎本朱里／大路裕也／岡元

俊雄／川中琴樹／神山亜津

美／鎌江一美／田中乃理子

／鳥山シュウ／中川ももこ

／NANA／中井寛虹／山根孝

文／山際正己 

あぽろん 地域文化祭 不明 2024.10.26.27 冨士川義昭／大原菜穂子 

希望が丘文化祭 希望が丘草の根ハウス 2024.11.2 井上優／川原直樹 

ART MEETS HEART toyama オーバード・ホール／中ホール 2024.11.9 井上優 

超老芸術展 in 池田 北アルプス展望美術館 2024.7.6－8.25 井上優 

ひとはなぜ表現するのか りゅーとぴあ新潟市民芸術文

化会館 

2024.11.17 KATSU／栗田淳一／森雅樹／

川中琴樹／城谷明子／𠮷田

ひより／宮下幸士／大家美

咲／神山美智子／竹口和／



大路裕也／森田郷士／川邊

紘子／岡元俊雄／中川もも

こ／藤岡桃花／中尾涼／鵜

飼結一朗／四白／井上優田

中乃理子／吉川秀昭／鎌江

一美／井村ももか／山際正

己 

グッとくる－日本のアールブリ

ュットー 

札幌市民ギャラリー 2024.11.21－24 田村拓也／井村ももか／吉

田陸人 

やまなみ工房作品展 にじみでる

わたし 

ギャラリーきりん舎 2024.11.23-12.1 井村ももか／KATSU／川邊紘

子／栗田淳一／森田郷士 

工房ゆう 展覧会 工房ゆう 2024.11.23-24 川邊紘子 

渋谷スカイ展示 

PARADISCAPE 

渋谷スカイ  鳥山シュウ、岩瀬俊一、水上

詩楽 

岩瀬俊一  展  架橋する鏡〜

HERALBONY Art Prize 2024 JR 東

日本賞受賞記念〜 

マーチエキュート神田万世橋

内 JAPAN ART BRIDGE S1 区画 

2024.12.11-

2025.1.13 

岩瀬俊一 

『 山と湖 』展 vol.03 湖のスコーレ内ギャラリー 2024.12.18-2025.4.7 中井寛虹/田村拓也/藤原千

太/冨田直樹/三井啓吾/Aot/

勝間陽介/岩瀬俊一/鳥山シ

ュ ウ / 藤 岡 桃 花 / 山 本 愛

/KATSU/鵜飼裕之/井野友貴/

服部大将/武田 慎一/吉田楓

馬 / 中 尾 涼 / 栗 田 淳 一

/YURIKA/ 四 白 / 川 原 直 樹

/NANA/大路裕也/竹口 和/中

川ももこ/𠮷田ひより 

おとさぽファミリーコンサート 栗東芸術文化会館さきら 小

ホール 

2025.2.1 KANA／井上優／井野友貴／

岩瀬俊一／關文滋／田村拓

也／中川ももこ／三井啓吾

／山根孝文／吉川秀昭 

HERALBONY Art Prize 2024 JR 東

日本賞 岩瀬俊一展 ARTS＆

MEETS！！ 

とりでアートギャラリー 2025.2.13－19 岩瀬俊一 

「脈打つアート展 Vol.3」 FEELSEEN KOBE 第一部 

2024.12.2-29 

第一部 展示作家 

中尾涼／城谷明子／岩瀬俊



第二部 

2024.1.5-1.30 

一 

第二部 展示作家 

小川翔陽／神山亜津美／宮

下幸士／ 

Aot 

Macromauro POPUP 2025.3.7.8.9 吉田陸人／藤井祐輔 

カリモク  2025.3.4-4.3 大家美咲／加賀谷圭太／池

ノ内孝文／山根孝文／小川

翔陽／中尾涼／中川ももこ

／井上優／KATSU／大路裕也

／田村拓也／冨士川義昭／

鎌江一美／田中乃理子／吉

川秀昭／森田郷士／水上詩

楽 

東京アートフェア  2025.3 井村ももか／吉川秀昭 

※2025 年度 

つくる冒険 

日本のアールブリュット４５人 

たとえば、「も」を何百回と書く 

北海道立函館美術館 

沖縄県立美術館 

2025.7.12－9.7 

2026.2.21－3.29 

鎌江一美／吉川秀昭 

※その他 

 ・きょうされん滋賀支部 展示演出等 やまなみ工房対応 

 

・エイブルアート・カンパニー 現在３名(三井啓吾、川邊紘子、神山亜津美) 登録作家 

 ・信用組合協会 クリアファイルデザイン 描き下ろし 神山亜津美 

 ・神戸パラ世界陸上選手権大会でメモ帳 川邊紘子 

 ・トヨタ自動車株式会社 2024年 5月 17〜25日の神戸パラ世界陸上選手権期間中 川邊 

  紘子 

＜その他特筆すべき事柄＞ 

■作品調査 

 ・滋賀県立美術館  三井啓吾 井村ももか 

 

■冊子等掲載 

 ・読売新聞朝刊全国版で２か月ごとに連載されている「美術人ナビ」 

 ・HEARTS & ARTS VOL.92 吉田楓馬 

 

 



■番組放送 

 ・バリバラドラマ 「カフェであえたら」11月 21 日 20：00～ 他再放送あり 

  田中、神山み、宮下、岩瀬、井村、中川、酒井、川邊、岡元、上土橋、竹口、山際、井

野、吉田り、𠮷田 

 ・NHK Eテレ 12月 30日(月)25:00-27:30 

「朝まで no art, no life」出演：内田也哉子、常盤貴子、山下完和（やまなみ工房・

施設長） 

 ・NHK E テレ 12 月 30 日（月）24：30～25：00 

あがるアート 13 「やまなみ工房特集」アンコール放送決定 

 ・WOWOW 12 月 22 日（日）午前 10:00   

木に梨はなる ～みんなのアート～ #1 出演：木梨憲武、やまなみ工房 

 

■デザイン 

 ・メゾンクラシア株式会社 フレグランステスター 森雅樹 

 ・やまなみ工房オリジナル T シャツ 四白、鳥山シュウ、川原直樹、小嶋佳介 

 ・マッシュホールディングス Biople FES 2024 TOKYO メインビジュアル 吉田陸人 

 ・マッシュホールディングス 木梨憲武×やまなみ工房×ecostore コラボ 田村拓也、岡

元俊雄 

 ・マッシュホールディングス  Biople ホリデービジュアル 神山亜津美 

 ・マッシュホールディングス Biople2025 年 SS シーズンビジュアル 吉田陸人 

 ・ふるさと納税の名刺イラスト 田村拓也 

 ・VIAJAR ロゴ使用 中尾涼 

 ・甲南 IC 看板ゴルフ 田村拓也 

 ・ゼロカーボン デザイン 田村拓也 

 ・ヘアスタイリング剤「Laco」のラベルのデザインが社内 加賀谷、一木 

 ・国スポデザイン 大家、竹口、神山、杉本 

 ・サッポロビール ライフ 11 月エビスビールデザイン缶 藤岡桃花 

 ・黒ラベルデザイン 神山亜津美 

 ・株式会社中央経済社 学術書編集部翻訳書の装丁やカバー 藤岡桃花 

 ・国スポ デザイン 描き下ろし 鳥山シュウ、NANA 

 ・たねや アート×和菓子 Limited Edition 2025 小川翔陽 

 ・たねや LAGO ロゴデザイン使用 𠮷田ひより 

 ・広報誌 「明日へ」72 号 作品掲載 神山美智子 

 ・湖のスコーレ 包装紙デザイン使用 小川翔陽、中川ももこ、中尾涼 

 ・甲賀市写真集 甲賀市アール・ブリュット魅力発信事業 2024 

井上、鵜飼結、大家、森田、河合、岩瀬、山際、大路、KATSU、宮下、



田村、井村、吉川、森、山﨑、岡元、鎌江、中川、田中 

■PR-y 

 ・つながらーと２０２４ 井野友貴 

・macromauro 吉田陸人、藤井祐輔 

 ・DISTORTION３ 2025 春夏コレクション 四白、鳥山シュウ、岡元俊雄、藤岡桃花 

 ・DISTORTION３ 2025 秋冬コレクション 宮下幸士 

 

■芸能人 

 清春 アーティスト写真 川中、勝間 

 

■ヘラルボニー (途中企画中止のものあり) 

 ・ナナナナ祭キービジュアル使用 川中琴樹 

 ・講談社 キャンペーンロゴ使用 ノベルティ、エコバッグ、ショッパー、年賀状、名刺

デザイン 大家美咲 

 ・E テレ The Wakey Show コーナー内装飾 大家美咲、水上詩楽 

 ・コムジェストノベルティバッグエコバッグ 大家美咲 

 ・日鉄興和不動産 リビオタワー品川借り囲い 大家美咲 

 ・丸井グループ 渋谷区借り囲い ヘラルボニーカード 中尾涼 

 ・ヘラルボニー バッグ２種 中尾涼 

 ・106 住友商事 SOSiLA 岡山南アートパネル 加賀谷圭太 

 ・ステーション AI 内装 大路、中尾、田村、榎本あ、川邊 

 ・ヘラルボニー シルクサテンスカーフ 中尾涼 

 ・那須塩原 ダーベストウォークフェスト ワークショップ布地使用 中尾涼 

 ・ヘラルボニージークレーポスター商品 中尾涼、水上詩楽、川邊紘子、鳥山シュウ、 

 ・ヘラルボニー ボトルデザイン使用 中尾涼 

 ・ヘラルボニー ハンカチ起用 中尾涼、川邊紘子、岩瀬俊一 

 ・ヘラルボニー サブバッグ 中尾涼、岩瀬俊一 

 ・ダイキン セミオーダーエアコン空気清浄機デザイン 中尾涼、大路裕也 

 ・2024JR 東日本 アトレイベント 岩瀬俊一 

 ・SHIBUYASKY オリジナル商品ポストカード 鳥山シュウ 

 ・三井不動産 木更津アウトレット管内装飾 山根孝文 

 ・名刺使用 杉本かほる、井野友貴、水上詩楽、鳥山シュウ 

 ・ヘラルボニー スウェットプルオーバー 中尾涼 

 ・JAL ファーストクラス配布アメニティポーチ 中川ももこ 

 ・JAL 社内 ZOOM 背景使用 水上詩楽 

 ・JAL SKY MUSEUM2024 装飾 水上詩楽 



 ・JAL 初日の出 フライトカード起用 水上詩楽 

 ・メイクス マンションエントランスアート導入 川崎 IV 水上詩楽 

 ・ヘラルボニー ボトルデザイン 城谷明子、川邊紘子 

 ・JIMOS 化粧水パッケージ 水上詩楽 

 ・東京モノレール JAL 駅＆車内装飾 水上詩楽、岩瀬俊一 

 ・三菱 UFJ モルガン・スタンレー証券 社内カフェ装飾 水上詩楽 

 ・ISAIPARK 外観アートフィルム使用 水上詩楽 

 ・ヘラルボニー食器 デザイン使用 水上詩楽 

 ・リブランディング 水上詩楽 

 ・TiB モニュメント 井野友貴 

 ・アドベンチャーワールド レストラントイレ装飾 岩瀬俊一 

 ・ヘラルボニー アートキャンバスタオル 岩瀬俊一、鳥山シュウ 

・阪急うめだのバックヤード企画 田村拓也 

・JAL 東日本 企業賞作品起用 海外採用イベントバナー 岩瀬俊一 

・東京建物 ボールペン 井野友貴 

・鹿島建設 札幌複合ビル内装飾 神山美智子 

 ・サッポロ芸術の森野外美術館周遊型謎解き 山際正己 

 ・Creative Ethics 書籍デザイン 大路裕也 

 ・JAL ビジネスクラス配布アメニティーポーチ 鳥山シュウ 

 ・盛岡ターミナルビル メトロポリタン盛岡パネル 岩瀬俊一 

・JR 東日本 万世橋展示イベント 岩瀬俊一 

・PILOT 様コラボレーション第二弾オリジナル制作 中尾、川中 

・阪急うめだ POPUP キービジュアル 水上 

・渋沢栄一 複製画、エコバッグ、ドリップコーヒー、ステッカー、プレゼントキャンペ

ーン用の栞、 

贈呈用の T シャツ 吉田陸人 

 ・あなたにとっての桜 zippo 描き下ろし 鳥山シュウ 

 ・miive|福利厚生デビットカード券面・KV 堤 

 ・講談社コラボレーションロゴ 大家、鵜飼 

 ・HERALBONY Art Prize 企業賞「サンゲツ賞」 大家 

 ・HERALBONY Art Prize 企業賞「JAL 賞」水上 

 ・HERALBONY Art Prize 企業賞「JR 東日本賞」岩瀬 

 ・HERALBONY Art Prize 審査員特別賞（盛岡笑奈賞）鳥山 

 ・特集／民主主義とフィランソロピー  川邊 

 ・ペプシとヘラルボニーコラボレーション 藤木敦仁 

 ・岩手銀行描き下ろし依頼 鳥山シュウ 



■映像 

 

■アートライブや出張 

 ・HERALBONY Art Prize 授賞式 2024.8.8 大家美咲、水上詩楽、鳥山シュウ、岩瀬

俊一 

 ・HERALBONY ART COLLECTION(阪急梅田) アートライブ 2024.6.30 岩瀬俊一、

川邊紘子 

 ・渋沢栄一が目指した世界(代官山) アートライブ 2024.7.6 吉田陸人 

 ・渋谷スカイ 2024.10.17 岩瀬俊一、鳥山シュウ 

 ・「育成社福基金会」30 周年イベント(台湾) 2024.10.28－11.1 川邊紘子、鵜飼結一朗 

 ・JAPAN ART BRIDGE(東京神田万世橋) 2024.12.14 岩瀬俊一 

 ・渋谷スカイ PARADISCAPPE 異彩を放つ作家たちが描くせかい 2025.1.16 鳥山

シュウ 

 ・ステーション AI(名古屋) イベント 2025.2.6 大路裕也 

 ・JICA・ヘラルボニー『アフリカ障害福祉とアート市場に関する現地視察』 2025.2.7

－2.14 吉田陸人 

 ・JR 東日本の展示企画(東京都) 2025.2.22 岩瀬俊一 

 ・Creative Ethics イベント出版イベント(東京都) 2025.2.25.26 大路裕也 

 ・松坂屋 アートライブ(名古屋) 2025.3.8 山際正己、大路裕也 

・LAGO オープニングイベント(大津) 2025.3.21 𠮷田ひより 

・ISAIPARK(岩手県)イベント 2025.3.28～30 鳥山シュウ 

・WOWOW 木に梨はなる ～みんなのアート～ 2024.7.14.15 

鵜飼ゆ、岡元、山際、川邊、大家、大路、𠮷田ひ 

 

■レンタルアート 

 11 月 11 日～24 日 流通経済大学新松戸キャンパスの「であうアート展」 鳥山 

 

■複製画 

 ・Art bridge 川原直樹、小川翔陽、大路裕也、KATSU、中川ももこ 

 ・新潟社協 複製画 岡元俊雄、鳥山シュウ、宮下幸士、吉田陸人、藤岡桃花、中尾涼、

川邊紘子 

 

８）関係団体との連携 

   

管理者を中心に、身体拘束の適正化のための指針、障害者虐待の防止と対応の指針、自然

災害発生時における BCP 業務継続計画、感染症発生時における業務継続計画を策定し、更



に質の高いサービス向上を目指し取組んでいる。また、「苦情受付担当者」「苦情解決責任者」

の設置とともに、第三者委員を設置し福祉サービスの苦情解決制度において、客観的な第三

者の視点を取り入れ、利用者や家族の声を吸い上げる役割として機能を強化し、引き続き利

用者が日常安心して適切なサービスが受けられるよう、個々のケースに応じて医療機関や

相談センター、行政及び福祉施設とその都度連携を図り課題解決に繋げた。また、日中支援

のみならず、利用者の家族を含めた包括的な支援や、生活の保障、権利擁護事業や後見人制

度の活用についても必要に応じ行ってきた。施設長を中心に他団体が開催する研修会に参

加し、日常の実践への意識を高めるようにした。施設内においても引き続き施設事故・虐待

予防対策委員会を開催し、全職員にヒヤリハットの提出を月一回以上義務付け定例会議を

行うようにし、各種マニュアルや報告書もより細部の事案に対応できるよう徹底している。

（ヒヤリハット件数 283 件、昨年 246 件） 

体制上平日勤務時間内で開催される圏域のサービス調整会議や各種団体の会議には参加

が今年度も難しく、積極的な関わりは困難で出席できない事が多かった。 

第三者委員会への申し立て等については今年度も事例がなかった。今後もそうしたこと

が起こらぬよう利用者と家族の尊厳を何より保障する。 

例年同様 4 月 1 日に全家庭に対し、苦情申し立て及び第三者委員会の概要説明、利用者

の著作権及び著作人格権等の意思確認、緊急連絡先の確認、保険説明を例年同様行った。第

三者委員には半年に一度書面提出、年に一度訪問いただきヒヤリハットの確認や状況説明

及び見学案内を行った。 

日頃より家庭に対して、各班ニュースやその都度行ってきた事業等の報告は書面をもっ

て積極的に行っている。 

  

 

 

９）福祉事業サービス 

 

 利用方法、送迎サービスや給食提供等、個々の要望に最大限配慮し適時対応を行った。ま

た、例年同様、通院同行や家庭訪問、電話相談他、朝夕の時間外支援、移動支援など家庭か

らの要望はもちろん必要性に応じて、その都度体制を整え家庭援助を行ってきた。管理者、

班主任、計画相談担当者を中心に突発的なイレギュラーや将来を見据えた様々なニーズに

対応し調整会議の開催やニーズに応じた各種サービスが迅速に受けられるよう対応してき

た。時間外受け入れについても可能な限り支援し、今後も家族への包括支援としてその都度

慎重に対応したい。引き続き利用者や保護者と連絡を密にし、体調管理や生活基盤について

細心の注意を払い、日常安定した生活が送れるよう配慮する。また家庭訪問や連絡帳を通じ

て連携を密にし、施設長、副施設長、主任を中心に適切な個別対応を行う。 

月 2 回の職員会議と合わせ、非常勤職員を含めた月一回の職員全体会議において個別ケ



ースや緊急事例に関して対策を講じ全体で疎通をはかってきた。年間の支援計画について

は 6 月に個別の保護者面談を行い、活動方針の説明や各家庭のニーズ、個々のアセスメン

ト、フェイスシートを作成し日常の支援に効率よく活かすことが出来た。モニタリングは年

二回行い、支援計画等の見直しを行っている。 

給食サービスについては、衛生面の徹底的な管理の向上を常に念頭に置き調理を行った。

一人ひとりの障害や、健康状態に配慮する中、楽しく美味しく食すことを原則に食事を提供

し、利用者にとっては健康を維持し日々の活力となり得る重要な役割を果たしている。衛生

面においても徹底管理し今後も安心安全に留意し行う。 

送迎サービスについては送迎対応マニュアルを策定し安全について徹底した強化を引き

続き行った。また交通安全委員を配備し、より一層安全面を徹底している。今後も各家庭の

様々な事情に最大限対応していきたい。（車両事故等については今期 4 件。） 

次年度においても月一回（3 月・4 月を除く）の土曜出勤については原則継続して行う。 

 健康診断（年一回）や集団歯科検診、インフルエンザ予防接種等、利用者が健康で過ごせ

るよう配慮を行った。有料での散髪サービスは今後も継続し家庭支援へと繋げたい。 

 

 

10）今後の課題と事業展開 

 

 やまなみ工房は現在、甲賀市湖南市を中心とした甲賀圏域の障害者通所施設では最も利

用者数は多く、定員 80 名に対し 92 名（令和 7 年 3 月 31 日現在）が在籍している。今後も

利用希望者のニーズは高まる傾向にあり、職員体制等に配慮し現利用者に対する支援の低

下を招かないよう慎重に進めなければならない。引き続き体制はもちろん給食、送迎等強化

を行いながら出来る限り地域課題とニーズに応えたい。次年度以降も利用者一人ひとりの

意思及び人格を尊重し、安心できる時間と空間、そして幸せを保障し、明るく・温かく・楽

しく快適に生活ができるように創意工夫を凝らしながら、豊かな人間性溢れる支援を行え

るよう物的にも人的にも柔軟に対応し更なる強化に努めたい。どんなに障害が重くても、労

働を通じて社会に参加し、生きがいと誇りをもって心身ともにゆたかな暮らしを送れるよ

う、一人ひとりの利用者やその家族のニーズに対し適切な支援を行い安心して地域で日常

生活が送れる事を目指し新たな報酬改定や制度改革に準じた適切な運営を行い、更なる支

援強化に努めたい。 


